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日本華僑の共同墓地と
后土・土地神の考察
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日本国内の華僑霊園の地域差に注目して

❶華人墓地の地域差─長崎，神戸・京都，横浜─，日本における変容

❷福建の墓地と后土

❸福建の墓地建立

❹結語

　神戸・横浜等の南京街を拠点とする，日本に在住する華僑・華人の歴史は，近代の開国とともに
始まり，彼らのための公共墓地が設立される。神戸・横浜の中華義荘（横浜は入口に建てられる「地
蔵王廟」が，霊園全体の通称となっている）がそれで，その後，神戸から分化して，京都華僑のた
めの京都華僑霊園が黄檗宗萬福寺に開かれる。一方，近世の鎖国政策のもとでも中国との交易が続
いていた長崎には，崇福寺をはじめとする唐寺や稲佐悟真寺等に，唐人墓地が併設される。これら
華僑華人の墓地と，一般的な日本（人）の墓地とが大きく異なるのは，華僑墓地には「后土」「土
神」として，土地神の石碑が立てられることである。神戸・横浜以上の長期，鎖国時代を含む 3 世
紀を超える中国との交流を有する長崎では，日本人墓地でも，土神が立てられることが現在なお一
般的であることなど，中国の習俗が日本に影響を与えている。これら日本の華僑華人の墓地におい
て注目されるのは，「后土」「土神」等の土地神の石碑の立てられる位置や，墓地における祭祀の方
法が，長崎，神戸・京都，横浜で異なることである。日本華僑は，福建・広東・台湾等の出身者を
主とするが，本論文では，日本国内の華僑霊園の后土神の祭祀の相違が，故郷（僑郷，原籍地）の
習俗を反映したものか，あるいは，日本への定住後に，それぞれが辿った歴史の中で差異を生じる
ようになったのかを検討，考察した。また，原籍地の習俗との相違や，故郷の習俗を現体験として
保持している現代の華僑 1 世の記憶や意識についても検討した。日本における華僑華人の先祖祭祀
として 4 月の清明節は，本国と同様に年中行事の中でもっとも重要であるが，そのほか神戸等で盂
蘭盆行事，中元節として行われる普度勝会にも言及しつつ，日本における華僑華人の公共墓地のな
かで，后土が，彼らの日本移住後に経験した大震災等の自然災害等の辛苦の歴史を共有するための
役割を果たす，日本で暮らす華僑・華人にとっての共同意識の紐帯となるような，公共的な意味を
帯びるようになって現在に続いていることを明らかにした。

【キーワード】華僑，公共墓地，霊園，后土，土神，土地神

［論文要旨］




